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１．はじめに

2015 年 7 月 7 日に正式運用が開始された静止気

象衛星 Himawari-8には、観測能力が向上したセン

サ AHI(Advanced Himawari Imager)が搭載され、

気象以外の広い分野での利用が期待されている。特

に空間分解能と観測頻度が向上した画像データから

は地表面温度分布の日変化を詳細に監視することが

出来る。

本研究は Himawari-8 による地表面観測輝度温

度と AMeDAS 気温情報を比較し、Himawari-8 デ

ータを地上観測データとして利用するために、得ら

れた観測値を検証したものである。

２．使用データおよび研究対象地域

特に地表面温度の上昇が顕著に表れると予想され

る夏季に観測された画像で，主要都市とその郊外を

対象に 24 時間連続して被雲ができるだけ少ない日

時の Himawari-8/AHIデータを選定した．

・東京都（2016年 8月 31日 4時～ 9月 1日 3時）

・札幌市（2016年 8月 6日 9時～ 8月 7日 8時）

・仙台市（2016年 8月 6日 9時～ 8月 7日 8時）

・名古屋市(2016年 8月 31日 4時～ 9月 1日 3時)

・福岡市(2016年 8月 10日 1時～ 8月 11日 0時）

３．解析手順と結果

Himawari-8 データには、観測値の他に位置の推

定や観測輝度温度に変換するための種々情報が含ま

れている。これにより観測データの位置と温度情報

が算出できる。先ず Himawari-8データを緯度経度

座標に投影変換した。Fig.1,2は東京都と福岡市にお

ける昼間 1時間毎の地表面温度分布画像である。次

に画像に含まれる AMeDAS観測点の 1 時間毎の気

温情報と各測点を含む Himawari-8 の観測輝度温

度を比較した。その結果を Fig.3 に示す。東京都は

５点、福岡市は４点が解析対象画像内に含まれてい

る。Fig.3 から両者はある一定の値（大気の影響）

をもって同様な日変化として認められる。各観測点

の 24 時間の相関を調べた結果、東京都５点では

0.76、札幌市６点では 0.90、仙台市７点では 0.91、

名古屋市 3 点では 0.65、福岡市４点では 0.95 であ

った。

４．結論と展望

Himawari-8 が観測した地表面観測輝度温度は

AMeDAS が観測した気温と良い相関関係を示して

いる。Himawari-8 により観測された温度情報は、

ヒートアイランド等、都市環境に係わる問題の状況

把握等に有効な情報であることが確認出来た。

Table 1 AMeDAS観測点および

Himawari-8観測値と気温の相関係数
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Fig.1 Himawari-8による東京都周辺約 80km四方の Fig.2 Himawari-8による福岡市周辺約 80km四方の

観測輝度温度(2016年 8月 31日､ 08:00～ 20:00) 観測輝度温度(2016年 8月 10日､ 08:00～ 20:00)

Fig.3 東京都および福岡市周辺における AMeDAS観測点における気温情報とHimawari-8観測輝度温度情報

の比較。横軸は 1時間毎の観測時刻を示し、東京都は 8月 31日 04:00～ 9月 1日 03:00、福岡市は 8月 10

日 01:00～ 24:00。縦軸は温度(℃)を示す。
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